
 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

本年度４月に校区内の比地小学校より異動してまいりました、長谷川 忍と申します。３年ぶり、２度

目の高瀬中学校の着任となります。「すべての生徒が、笑顔で生き生きと活動できる居心地のよい学校」

となるよう、また、生徒自身が楽しく、保護者の方が安心して通わせたいと思っていただける学校を目指

して教職員一同、力を合わせて努めてまいります。高瀬中学校は、地域の方々が学校と共に子どもたちの

成長を見守り、支援してくださる温かい学校だと記憶しています。保護者の皆様・地域の皆様、今後とも

どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、４月９日（火）には第65回入学式が行われました。新入生116名を迎え、全校生徒334名での

新たな出発となりました。始業式並びに入学式における上級生、新入生の態度はとても立派であり、とて

も頼もしく見えました。また、日頃から挨拶がしっかりとできる生徒が多く、こうした良き伝統を今後も

しっかりと受け継いでいきたいと考えています。 

今年度は、本校の教育目標である「自ら求めて学ぶ心豊かな生徒の育成」を具現化するために、以下の

５点を重点とした教育活動に取り組んでまいります。 

(１) 確かな学力の育成 

中間学力調査を行い、単元テストや既習事項の定着度の確認を行えるようにします。授業では、対話型

の学習の充実や ICT 機器の効果的な活用等により基礎的・基本的な知識や技能の定着を図るとともに、

思考力・判断力・表現力等を高め、主体的に学習に取り組む態度の育成に努めます。 

(２) 豊かな心の育成 

なかまづくりを核とした人権学習を推進します。生徒に考えさせる指導や生徒主体の活動の充実を図る

とともに、お互いの個性を認め合い、尊重する態度の育成を通して、いじめがなく、安心して生活でき、

成長できる集団づくりに努めます。 

(３) 健やかな心身の育成 

体育的な活動、部活動等の充実を図るとともに、健康教育や保健指導を計画的に進めることにより、心

身ともに健康で、活力ある生活を送るための基礎を培います。登校しづらい生徒には、より効果的な指導

体制で継続的に関わることで、不登校生徒数の減少をめざします。 

(４) 誰ひとり取り残さない教育の推進 

夜間学級、特別支援教育、人権・同和教育を充実させ、一人一人の困り感に寄り添った、多様性を尊重

する教育を推進します。 

(５) キャリア教育 

生徒プロジェクトチームによる取り組みを活性化し、リーダー養成を積極的に図ります。 

 

文責 長谷川 忍 

学校教育目標 

自ら求めて学ぶ心豊かな生徒の育成 

高 瀬 中 だ よ り 

新年度がスタートし、約３週間が経ちました。どの学年も落ち着いて良いスタートが切れたと思います。１学年上が

った自覚が、やる気に満ちた表情にも現れており、授業や部活動に熱心に取り組めています。「自分から大きな声であい

さつができる。」「目を見て話を聞くことができる。」「移動が素早くできる。」「自分の責任を果たそうと努力することが

できる。」など、高瀬中の生徒には素晴らしいところがたくさんあります。自信を持って前進していきましょう。新入生

の中には、新しい環境にまだまだ戸惑いがあったり、不安を感じたりすることもあるかと思います。２・３年生につい

ても多感な思春期です。心配な様子や相談したいことがございましたら遠慮なく学校へご連絡ください。 


